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准教授 公共経済

慶応義塾大学博士。専門は医療経済学。医療・
介護政策や家族政策の政策評価分析を行って
います。授業では正確な理解を損ねない範囲で
「使える経済分析」を目指します。担当科目は
計量経済分析。

高久 玲音
たか　く　　　れ　　お

新任教員ですが一緒にがんばりましょう。学生へ
一言

教授 公共経済

カナダ・クイーンズ大学博士（経済学）。地方財
政・税制を中心に学術・政策の両面で研究をし
てきました。机上に留まらない理論の実践を目指
しています。授業では公共経済分析Ⅰ、地方財政
論などを担当。一橋大学医療政策・経済研究セ
ンター (HIAS Health)長を併任し、医療経済プ
ログラム（高度職業人養成）に携わっています。

佐藤 主光
さ とう もと ひろ

座右の
銘 「下手な鉄砲、数うちゃ当たる」、「人生万事塞翁が馬」

教授 井伊 雅子
い い まさ こ

米国ウィスコンシン大学マディソン校博士（経済学）。
医療や福祉政策を中心に研究しています。授業は
Fundamentals of Econometric Methods，
Economic Analysis of Social Policy、東京医科
歯科大学の連携プログラムでは医療経済を担当。
一橋大学医療政策・経済研究センター（HIAS 
Health）研究員を併任しています。

アジア
公共政策

学生へ
一言

Where there is a will, there is a way
(意志あるところに道は開ける） 

教授
米国カリフォルニア大学バークレー校博士(経済
学)。 内閣府その他の省庁、国際機関での調査エ
コノミストとしての経験を踏まえて、日本やアジア
の経済に関連する政策評価につながるような実
証研究に取り組んでいます。担当科目はAPPPで
の公共経済学入門と租税論、社会保障論です。

堀 雅博
ほり まさ ひろ

アジア
公共政策

学生へ
一言

自ら考える力、
その考えを伝える技を身につけて下さい。

グローバル・
ガバナンス准教授 

アイルランド国立大学ゴールウェイ校博士（法
学）。国際法を専門とし、国際刑事法を中心に研究
しております。具体的には、国際刑事裁判所の活
動、国際法上の犯罪に対する国家の刑事管轄権の
行使、個人の国際法上の刑事責任を主な研究課題
としてきました。授業はCommunity Interest 
and International Lawなどを担当します。

竹村 仁美
たけ むら ひと み

ホットヨガ趣味

怪我に怯えながらのフットサル趣味

准教授
米国ジョージ・ワシントン大学博士（政治
学）。専門は、国際関係論。現地調査や計量分
析などを用いて、内戦や平和構築を研究して
い ま す。授 業 は 紛 争 論、 Peace Studies、
International Institutionsなどを担当します。

大林 一広 グローバル・
ガバナンス

おお ばやし かず ひろ

教授 公共法政辻 琢也
東京大学博士（学術）。地方制度調査会や社会
資本整備審議会の委員などを歴任。行政学や
地方自治論を中心に研究しています。授業で
は、行政学Ⅰ・基礎や行政学Ⅱ・応用、政策法
務研究などを担当します。

つじ　　たく　や

学生へ
一言 「求めよ、さらば与えられん」

教授 公共法政野口 貴公美
一橋大学大学院法学研究科、博士（法学）。専門
は行政法。関心分野は、出入国管理行政、警察
行政、公文書管理行政などです。行政不服審査
会、社会資本整備審議会、出入国管理政策懇談
会などの委員として実務と関っています。IPP
では、行政法関連科目を担当します。

の     ぐち      き     く      み

学生へ
一言

政策の実施に必要となる行政法、
一緒に楽しく学びましょう。

准教授 公共法政藤岡 祐治
東京大学法務博士（専門職）。専門分野は租税
法です。租税法と通貨に関わる問題や租税制
度と貨幣制度の関わりに関心を持って研究
しています。IPPでは租税論，租税政策などを
担当します。

ふじ　おか    ゆう 　じ

学生へ
一言

政策上の課題を皆さんと一緒に
考えたいと思います。

准教授 公共法政阿部 辰雄
東北大学法学部卒業後、2010年総務省入省。
国では選挙制度や消防防災分野を担当し、地
方（福井県・奈良県）では、企画、観光、財政の
分野などを経験しました。授業では、地方行
政論などを担当します。

あ べ たつ お 

好きな
言葉

あをによし寧楽の京師は咲く花の
薫ふがごとく今盛りなり

教授
カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校博士（歴
史学）。オックスフォード大学（2012年）、ロンド
ン政治経済学院（LSE：2014～16年）客員研究
員。専門は国際関係史、アメリカ外交史。授業は
History of International OrderやHistory of 
Cold Warを担当しています。

あお の とし ひこ

青野 利彦 グローバル・
ガバナンス

学生へ
一言 歴史を学ぶ面白さを伝えればと思います

教授
米国ハーバード大学博士(公共政策)。財務省、
アセアン+3マクロ経済調査オフィス(AMRO)
における勤務経験を踏まえ、東アジアにおける
通貨危機防止のための枠組みと国際機関につ
いて研究しています。授業では、政策形成に役
立つ理論と知識の習得を目指します。担当は、
マクロ経済、国際経済、ファイナンスなどです。 

根本 洋一
ね もと よう いち

アジア
公共政策

拙を守る好きな
言葉

教授  公共経済

米国ジョンズ・ホプキンス大学博士（経済学）。子
育て支援、医療、福祉政策などの社会政策を中心
に研究しています。授業では、経済学基礎論、コ
ンサルティング・プロジェクト、公共経営の講義
などを担当します。

山重 慎二
やま しげ しん じ

一期一会好きな
言葉

学生へ
一言 法学の面白さや懐の深さを一緒に体験しましょう。

准教授 公共法政土井 翼
東京大学法務博士（専門職）。専門分野は行政
法学です。日々移ろいゆく実定制度の広大な
森で迷子にならないための理論体系の構築が
主たる関心の対象です。IPPで行政法を担当す
るほか、法学部や法科大学院でも講義を行っ
ています。

　ど　い　　つばさ

東京－ソウル－平壌－北京を経て、
陸路でパリまで行くのが夢です。

学生へ
一言

准教授 クォン ヨンソク
一橋大学博士。ソウル大学日本研究所・早稲田
大学韓国学研究所客員研究員歴任。日本外交
史、東アジア国際関係史、韓国現代史を研究し、
映画、音楽などポップカルチャーやスポーツな
ど「文化」面から日韓、東アジアを理解すること
にも関心があります。東アジア国際関係、日本
外交政策論を担当しています。

グローバル・
ガバナンス

教授
一橋大学卒業。博士（法学）。外務省在ウィーン
国 際 機 関 日 本 政 府 代 表 部 公 使 参 事 官
（2016-2018）。専門は国際安全保障。特に核不
拡散・核軍縮の問題を研究しています。授業は、 
International Security Policyなどを担当します。 

秋山 信将 グローバル・
ガバナンス

あき やま のぶ まさ

学生の皆さんとの議論はいつも楽しみです学生へ
一言

教授
米国スタンフォード大学修士（東アジア研究）
日本国外務省の本省および在外公館での実務
経験および北京大学などでの研修を踏まえて、
中国・アジア地域研究、国際協力を中心に国際
関係論を研究しています。担当科目は中国政治
外交史および日本外交政策論です。

石塚 英樹 グローバル・
ガバナンス

いし づか ひで き

読書百遍　義自ずから見る座右の
銘

准教授
米国ジョージ・ワシントン大学博士（政治学）。
米国シンクタンク、Carnegie Endowment for 
International Peaceのプロジェクト、「Rising 
Democracies Network」研 究員（2013年 ～
現在）。専門は日本の民主化支援です。授業は
国際政治学基礎論およびGlobal Governance 
Seminarなどを担当します。

いち はら ま い こ

市原 麻衣子 グローバル・
ガバナンス

学生へ
一言 各自の個性・強みを大切に前進していきましょう

准教授 公共経済

米国ミシガン大学博士（経済学）。専門は労働経
済学と応用計量経済学。賃金や労働時間にまつ
わる政策評価を中心とした実証分析を行ってい
ます。授業では、ミクロ経済分析、応用計量経済
分析Ⅱ、経済統計分析入門などを担当します。

横山 泉
よこ やま いずみ

授業は実例を用いてわかりやすく教えます学生へ
一言

教授
英国オックスフォード大学博士（経済学）。国際通
貨基金、国際決済銀行への出向も含めて33年間
の日本銀行での経験を、Central Bankingの講
座でお伝えします。経済理論や計量分析がどう政
策に活かされているのか、中央銀行という公務に
携わる醍醐味を示したいと思っています。

関根 敏隆
せき ね とし たか

アジア
公共政策

好きな
言葉 先を見よ、今を生きよ
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准教授 公共経済

慶応義塾大学博士。専門は医療経済学。医療・
介護政策や家族政策の政策評価分析を行って
います。授業では正確な理解を損ねない範囲で
「使える経済分析」を目指します。担当科目は
計量経済分析。

高久 玲音
たか　く　　　れ　　お

新任教員ですが一緒にがんばりましょう。学生へ
一言

教授 公共経済

カナダ・クイーンズ大学博士（経済学）。地方財
政・税制を中心に学術・政策の両面で研究をし
てきました。机上に留まらない理論の実践を目指
しています。授業では公共経済分析Ⅰ、地方財政
論などを担当。一橋大学医療政策・経済研究セ
ンター (HIAS Health)長を併任し、医療経済プ
ログラム（高度職業人養成）に携わっています。

佐藤 主光
さ とう もと ひろ

座右の
銘 「下手な鉄砲、数うちゃ当たる」、「人生万事塞翁が馬」

教授 井伊 雅子
い い まさ こ

米国ウィスコンシン大学マディソン校博士（経済学）。
医療や福祉政策を中心に研究しています。授業は
Fundamentals of Econometric Methods，
Economic Analysis of Social Policy、東京医科
歯科大学の連携プログラムでは医療経済を担当。
一橋大学医療政策・経済研究センター（HIAS 
Health）研究員を併任しています。

アジア
公共政策

学生へ
一言

Where there is a will, there is a way
(意志あるところに道は開ける） 

教授
米国カリフォルニア大学バークレー校博士(経済
学)。 内閣府その他の省庁、国際機関での調査エ
コノミストとしての経験を踏まえて、日本やアジア
の経済に関連する政策評価につながるような実
証研究に取り組んでいます。担当科目はAPPPで
の公共経済学入門と租税論、社会保障論です。

堀 雅博
ほり まさ ひろ

アジア
公共政策

学生へ
一言

自ら考える力、
その考えを伝える技を身につけて下さい。

グローバル・
ガバナンス准教授 

アイルランド国立大学ゴールウェイ校博士（法
学）。国際法を専門とし、国際刑事法を中心に研究
しております。具体的には、国際刑事裁判所の活
動、国際法上の犯罪に対する国家の刑事管轄権の
行使、個人の国際法上の刑事責任を主な研究課題
としてきました。授業はCommunity Interest 
and International Lawなどを担当します。

竹村 仁美
たけ むら ひと み

ホットヨガ趣味

怪我に怯えながらのフットサル趣味

准教授
米国ジョージ・ワシントン大学博士（政治
学）。専門は、国際関係論。現地調査や計量分
析などを用いて、内戦や平和構築を研究して
い ま す。授 業 は 紛 争 論、 Peace Studies、
International Institutionsなどを担当します。

大林 一広 グローバル・
ガバナンス

おお ばやし かず ひろ

教授 公共法政辻 琢也
東京大学博士（学術）。地方制度調査会や社会
資本整備審議会の委員などを歴任。行政学や
地方自治論を中心に研究しています。授業で
は、行政学Ⅰ・基礎や行政学Ⅱ・応用、政策法
務研究などを担当します。

つじ　　たく　や

学生へ
一言 「求めよ、さらば与えられん」

教授 公共法政野口 貴公美
一橋大学大学院法学研究科、博士（法学）。専門
は行政法。関心分野は、出入国管理行政、警察
行政、公文書管理行政などです。行政不服審査
会、社会資本整備審議会、出入国管理政策懇談
会などの委員として実務と関っています。IPP
では、行政法関連科目を担当します。

の     ぐち      き     く      み

学生へ
一言

政策の実施に必要となる行政法、
一緒に楽しく学びましょう。

准教授 公共法政藤岡 祐治
東京大学法務博士（専門職）。専門分野は租税
法です。租税法と通貨に関わる問題や租税制
度と貨幣制度の関わりに関心を持って研究
しています。IPPでは租税論，租税政策などを
担当します。

ふじ　おか    ゆう 　じ

学生へ
一言

政策上の課題を皆さんと一緒に
考えたいと思います。

准教授 公共法政阿部 辰雄
東北大学法学部卒業後、2010年総務省入省。
国では選挙制度や消防防災分野を担当し、地
方（福井県・奈良県）では、企画、観光、財政の
分野などを経験しました。授業では、地方行
政論などを担当します。

あ べ たつ お 

好きな
言葉

あをによし寧楽の京師は咲く花の
薫ふがごとく今盛りなり

教授
カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校博士（歴
史学）。オックスフォード大学（2012年）、ロンド
ン政治経済学院（LSE：2014～16年）客員研究
員。専門は国際関係史、アメリカ外交史。授業は
History of International OrderやHistory of 
Cold Warを担当しています。

あお の とし ひこ

青野 利彦 グローバル・
ガバナンス

学生へ
一言 歴史を学ぶ面白さを伝えればと思います

教授
米国ハーバード大学博士(公共政策)。財務省、
アセアン+3マクロ経済調査オフィス(AMRO)
における勤務経験を踏まえ、東アジアにおける
通貨危機防止のための枠組みと国際機関につ
いて研究しています。授業では、政策形成に役
立つ理論と知識の習得を目指します。担当は、
マクロ経済、国際経済、ファイナンスなどです。 

根本 洋一
ね もと よう いち

アジア
公共政策

拙を守る好きな
言葉

教授  公共経済

米国ジョンズ・ホプキンス大学博士（経済学）。子
育て支援、医療、福祉政策などの社会政策を中心
に研究しています。授業では、経済学基礎論、コ
ンサルティング・プロジェクト、公共経営の講義
などを担当します。

山重 慎二
やま しげ しん じ

一期一会好きな
言葉

学生へ
一言 法学の面白さや懐の深さを一緒に体験しましょう。

准教授 公共法政土井 翼
東京大学法務博士（専門職）。専門分野は行政
法学です。日々移ろいゆく実定制度の広大な
森で迷子にならないための理論体系の構築が
主たる関心の対象です。IPPで行政法を担当す
るほか、法学部や法科大学院でも講義を行っ
ています。

　ど　い　　つばさ

東京－ソウル－平壌－北京を経て、
陸路でパリまで行くのが夢です。

学生へ
一言

准教授 クォン ヨンソク
一橋大学博士。ソウル大学日本研究所・早稲田
大学韓国学研究所客員研究員歴任。日本外交
史、東アジア国際関係史、韓国現代史を研究し、
映画、音楽などポップカルチャーやスポーツな
ど「文化」面から日韓、東アジアを理解すること
にも関心があります。東アジア国際関係、日本
外交政策論を担当しています。

グローバル・
ガバナンス

教授
一橋大学卒業。博士（法学）。外務省在ウィーン
国 際 機 関 日 本 政 府 代 表 部 公 使 参 事 官
（2016-2018）。専門は国際安全保障。特に核不
拡散・核軍縮の問題を研究しています。授業は、 
International Security Policyなどを担当します。 

秋山 信将 グローバル・
ガバナンス

あき やま のぶ まさ

学生の皆さんとの議論はいつも楽しみです学生へ
一言

教授
米国スタンフォード大学修士（東アジア研究）
日本国外務省の本省および在外公館での実務
経験および北京大学などでの研修を踏まえて、
中国・アジア地域研究、国際協力を中心に国際
関係論を研究しています。担当科目は中国政治
外交史および日本外交政策論です。

石塚 英樹 グローバル・
ガバナンス

いし づか ひで き

読書百遍　義自ずから見る座右の
銘

准教授
米国ジョージ・ワシントン大学博士（政治学）。
米国シンクタンク、Carnegie Endowment for 
International Peaceのプロジェクト、「Rising 
Democracies Network」研 究員（2013年 ～
現在）。専門は日本の民主化支援です。授業は
国際政治学基礎論およびGlobal Governance 
Seminarなどを担当します。

いち はら ま い こ

市原 麻衣子 グローバル・
ガバナンス

学生へ
一言 各自の個性・強みを大切に前進していきましょう

准教授 公共経済

米国ミシガン大学博士（経済学）。専門は労働経
済学と応用計量経済学。賃金や労働時間にまつ
わる政策評価を中心とした実証分析を行ってい
ます。授業では、ミクロ経済分析、応用計量経済
分析Ⅱ、経済統計分析入門などを担当します。

横山 泉
よこ やま いずみ

授業は実例を用いてわかりやすく教えます学生へ
一言

教授
英国オックスフォード大学博士（経済学）。国際通
貨基金、国際決済銀行への出向も含めて33年間
の日本銀行での経験を、Central Bankingの講
座でお伝えします。経済理論や計量分析がどう政
策に活かされているのか、中央銀行という公務に
携わる醍醐味を示したいと思っています。

関根 敏隆
せき ね とし たか

アジア
公共政策

好きな
言葉 先を見よ、今を生きよ
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学生の声

理論立てて政策を考察し、実装への道筋を描く。
思考の基礎体力が身につきました
　中学時代に、国家公務員として懸命に働いてい
る父親の姿と国家公務員が批判に晒されるとい
うギャップがどこからくるのかと感じたことが公務
員に興味を持ったきっかけです。そして、公に尽く
す国家公務員の仕事を勇ましく思いました。
　法学部3年の頃、公務員試験に臨みましたが、
面接試験で失敗してしまいました。「国と地方自
治体のやるべきことの違いとは？」と質され
て、何も答えることができなかったのです。わ
からないながらも、自分なりの考えを述べ
るべきだったのでしょうが、そういったこと
にも考えが至りませんでした。自分に足り
なかった理論と実務のつながりについ
て理解を深め、そのうえで何のために
公務員になるか。その答えを見つける

ためにIPPへの進学を決意しました。
　入学前は個人個人で黙 と々2年間学んでいくイ
メージを持っていましたが、実際は社会人や留学
生など多様な仲間とカジュアルに学べる環境が
ありました。公務員の方から様々な話を聞けたこ
とも有益でした。誰もが、正解のない問いに対し
て迷いながらも学びつつ取り組んでいることがわ
かり、学び続ける重要性に改めて気づきました。
IPPでは、エビデンスを集めて政策を立案し、実装
への道筋を描いていくというプロセスを繰り返し
ながら、思考の基礎体力が磨かれたと思います。
 2020年に再度受験した公務員試験には、無事合
格できました。課題を多角的かつ俯瞰的に捉えら
れたことが勝因だと思います。政策を自分の言葉
で語れる国家公務員を目指したいと思っています。

　子供の頃から教育問題に関心があり、将来は
国際機関で途上国などの就学できない子供たち
の支援に関わりたいと思っていました。
　その目的を果たすために、大学は国際教養学
部に進学し、そのまま大学院に進学しようとも考
えましたが、一度社会人を経験しようとメガバン
クに入行しました。外為専門職として5年間勤め
た後、退職しIPPの公共経済プログラムに入学し
ました。
　IPPは経済の初学者にも門戸を開放し基礎か
ら学べることと、政策分析など実務家に必要な知
識がバランスよく学べる点が魅力でした。
　1年次に、計量経済分析などを含む経済学の
基礎を徹底的に学んだ後、2年次はJICAでのコ
ンサルティング・プロジェクトを通じて、途上国の

女子教育支援のための調査に関わることができ
ました。その時は、先行研究の成果はたくさん残
されているものの、知識や理論をどのように活用
すればいいか判断することの難しさを知りまし
た。研究と実務の橋渡しについて深く考えさせら
れる機会になりました。IPP修了後は、自分の知見
を広げるために、イギリスの教育開発専門の大
学院でもう1年学ぶことにしました。
　イギリスで学んだ後は、UNESCOや世界
銀行など途上国の教育開発に関わる仕事
に就くことを目指しています。こうした進路
が開けたのも、公共経済プロ
グラムが提供するカリキュ
ラムのおかげだと感じてい
ます。

公共法政プログラム（PL）
一般・2019年度入学

木下 昂平さん

IMFなど最前線で働く方々のお話を伺う機会も得ることができ、
とても充実した時間を過ごすことができています
　私は元々途上国支援に関心があり、大学卒業
後に２年間JICAの国際ボランティアとしてガーナ
の高校で教員をしていました。帰国後は公務員試
験を受け、財務省の支分部局である税関に採用
され、その２年後に本省の国際局に異動。係長へ
の昇進を機に、公共政策を体系的に学びたいと
思うようになりました。
　そのような中で、APPPはアジア諸国から公
的セクターの人々が集うと聞き、将来の人的
ネットワークを築くことができるという期待
もあって、入学を決意しました。実際、入学
後のクラスメイトはすべてアジア諸国の財
務省や中央銀行などの公的セクターで
働いている方々で、APPPは卒業生の
方々も含め人的ネットワークが築けて
いると感じます。
　1年次には、マクロ経済やミクロ経

済、計量経済など経済学を中心に基礎から学ぶ
ことができました。すべての講義が英語で行われ
るプログラムであるため、外部講師としていらっ
しゃるIMFなど最前線で働く方々のお話を伺う機
会も得ることができ、とても充実した時間を過ご
すことができています。
　また、このプログラムで出会ったクラスメイトと
は、いずれ国際会議などで顔を合わせ、一緒に仕
事をする可能性もあるため、プライベートでも旅
行に出かけるなどして交流を深めています。現在
は新型コロナ感染症の影響もあり、対面で会うこ
とが難しくなっていますが、気軽にオンラインのグ
ループで連絡を取ることができるため、お互い楽
しくコミュニケーションをとることができていま
す。公共政策や経済学を学ぶだけでなく、将来の
キャリアアップに繋がる様々な経験が積めること
もIPPの魅力の１つだと思います。

公共経済プログラム（PE）
社会人2年コース・2019年度入学

中森 翔子さん

学術研究と実務の橋渡しについて学ぶ機会を得て、
途上国の教育開発の仕事に就く進路が見えました

　学生時代をアメリカで過ごし、中学ではスコッ
トランドに留学するなど、自分自身の国際的な背
景を活かした仕事に就きたいと考えていました。
そうした中で外交官の仕事に興味を持ち、大学で
は国際関係学を専攻しました。国際関係を学ぶ
醍醐味は、社会科学を網羅する広範な領域のう
えに、国家間だけでなく人レベルの交流が作用す
るなど、複雑化する現状に対して、いかに最適な
解釈や解決策を提示していくかというところにあ
ります。大学卒業を前に外交官という実務家だけ
でなく研究者への道もあると進路に迷い、さらに
研鑽を積むとともにキャリアを考える時間がほし
いとの考えに至り、IPPへの進学を決意しました。
その中でグローバル・ガバナンスプログラムを選
択したのは、理論に加え実務家の先生から学べる
ことに魅力を感じたからです。

　入学後に印象に残ったのは、一橋大学名誉教
授で国際政治学者の大芝亮先生の論文にある
「一橋大学は国際関係学の理論研究と歴史研究
の距離が非常に近い」との一文です。アカデミアと
して両者は相容れない傾向がありましたが、真に
深い知見を得るには双方を融合して考察する必
要があると学びました。その上でIPPの良さは、
実務の視点が提供されていたことです。学
生仲間にも官庁勤務の方がおり、ディス
カッションを通じて大いに刺激を受ける
とともに、自分のキャリアと向き合う良い
機会になりました。IPP修了後は一橋大
学大学院法学研究科国際関係専攻博
士課程への進学を予定しています。

グローバル・ガバナンス・プログラム（GG）
一般・2019年度入学

守谷 優希さん

講義はもちろん学生仲間とのディスカッションを通じて
多くの刺激と発見がありました

アジア公共政策プログラム（APPP）
社会人2年コース・2019年度入学

大崎 一陽さん
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